
左近山団地における大学生による地域支援活動事業の支援業務委託 報告書 

 

NPO 法人アクションポート横浜 

 

１）定例会議でのファシリテート 

月１回程度の定例会議に参加し、活動に関するアドバイスや運営のサポート、会議の進行などを行った。 

定例会議日程 主なアドバイス内容 

 

・ 5 月 29 日（水）16：00 -17：00 

・ 6 月 13 日（木）18：00 -19：30 

・ 7 月 8 日（月）18：00 -20：00 

・10 月 7 日（月）18：00 -20：00 

・12 月 16 日（月）11：00 -13：00 

・ 1 月 27 日（月）11：00 -13：00 

・ 2 月 10 日（月）11：00 -13：00 

 

 

・活動スケジュール作りについて 

・イベントの運営のコツや振り返りについて 

・学生ボランティア集めのコツ 

・魅力をどう伝えるか、広報のポイントについて 

・さこのみのマニュアル作成について 

・ホームページの作成、SNS 活用 

・ふるさと納税の広報について 

<会議風景＞ 
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２）見学会の開催 

さこらぼの運営に参考になる事例を見学する視察会を開催した。 

＜見学先１＞くにたち富士見台人間環境キーステーション 

11 月 18 日（月）13:30～15:30 

東京都国立市、富士見台団地で学生と商店街が連携して実施している事例として見学をさせてもらっ

た。くにたち富士見台人間環境キーステーションでは、団地内で Cafe ここたのや地域野菜と地域物産の

店【とれたの】等を運営しており、すでに１０年以上活動を続けている。 

運営団体はくにたち富士見台人間環境キーステーションだが、学生たちは一橋大学公認サークル Pro-K

の一員として活動しており、サークルとして運営する運営体制も参考になった。当日は、Pro-K の学生

たちとくにたち富士見台人間環境キーステーション代表の内藤さんにお話を伺った。 

 

 

 

 

 
 

＜見学先２＞NPO 法人戸塚てらこや 

2 月 10 日（月）10:00～11:30 

NPO 法人戸塚てらこやでは学生が中心となり、自主的に企画運営をしており、特に学生をどう集めてい

るのかという広報面、そして集まった学生をどうマネジメントしているのかという点について学生スタ

ッフの方に話をしてもらった。拠点やサークルのように継続して学生スタッフが参加する仕組みがない

中、工夫だけで学生を集めて運営しているノウハウは参考になった。当日は学生スタッフの方と理事長

の川口さんにもお越しいただき、お話を伺った。 

 

 

 

 

 



３）イベントの運営サポート 

さこらぼが開催するイベントに対しての運営サポート及び大学生の派遣・コーディネートなどを行った。 

左近山 U25 会議  8 月 5 日（月）18:00～20:00 

 

左近山に住む学生への参加を目指して、25 歳以下

の若者が集まるパーティを開催。 

 

参加者（主催者発表）：4名 

APY ボランティア：1人 

 

  

  

サコノミ 8 月 31 日（土）16:30-19:30 

 

ほっとさこんやまでビアガーデンを実施。 

マニュアル作りも行い、イベントのノウハウを共

有して運営ができるようにした。 

マニュアル http://bit.ly/38FIYi3 

 

参加者（主催者発表）：200 名 

APY ボランティア：６人  

  



サコノミ 10 月 26 日(土)16:00〜18:30 

 

ほっとさこんやまでビアガーデンを実施。 

明治学院大学へのボランティア募集依頼などを行

った。アクションポートメンバーは当日イベント

が重なり来場のみ 

 

参加者（主催者発表）：100 名 

APY 来場者：７人 

 

  

サコメシ 12 月 21 日（土）11:00-15:00 

 

ほっとさこんやまで商店街とのコラボランチを提

供する学生企画を行った。 

 

APY ボランティア：3人 

 

 

 

 

 

 

 



サコメシ 2 月 29 日（土）11:00-15:00 

 

ほっとさこんやまで商店街とのコラボランチを提

供する学生企画を行った。 

 

APY ボランティア：2人 

＊コロナウィルスの影響でボランティアが減って

しまった。 

 

 

  

活動報告会 3 月 21 日（土）10:00-11:30 

 

１年間のさこらぼ の活動の報告をオンラインで行

った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



４）よこはま夢ファンドを活用した募金活動をサポート 

よこはま夢ファンドを活用した募金活動を効果的に行うためアドバイス等を行い、サポートした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2019 年 12 月 

 

左近山団地に住んでいる顔見知りの大人等を対象

にチラシを配布し寄付を募った。 

 

 

第第２回サコメシ・活動報告会で PR020 年２月 29 日（土））・活動報告会（2020 年 3 月 21 日（土）） 

・サコメシの参加者に、チラシを配布しサコラボ

の活動を知ってもらうとともに、寄付を募った。 

・オンライン配信による活動報告会で活動を広報

し、寄付を募った 

 

 

プロモーション動画の作成 

・寄付者へインタビューを実施し、寄付をしてくれた理由等を語ってもらい PR するプロモーション動画 

の作成を検討中 



５）その他 

 

明治学院大学ボランティアセンターへの訪問 横浜アクションアワードへの参加 

10 月 7 日（月）16:30-17:30 

さこのみの広報のために明治学院大学を訪問 

 

 

2 月 15 日（土）14:00-17:00 

アクションポートが主催する横浜アクションアワ

ードに参加し、協賛賞を受賞 

 

 

 

所感・感想） 

・左近山の地域に学生が入ることで確実に周囲のコミュニティに変化が出ていると感じた。例えば、さこ

らぼの学生がいることで、アクションポートに関わる学生が参加しても違和感なく地域に受け入れてもら

える等、柔軟に人材を受け入れる姿勢は地域側のスタンスは今後若い世代を巻き込む上で大事である。イ

ベントの成果なども大事だが、こうした変化が見られたのは大きなことである。 

・イベントについても、サコノミ、サコメシについては、マニュアルも作成でき、この１年でかなりルー

ティン化できたと思っている。アクションポートの学生も参加させてもらい、盛り上げに貢献できたのは

よかった点である。次年度以降は是非とも左近山出身の学生を巻き込みたい。 

・今回は富士見台団地の視察を行なったが、団体での学生による活性化の事例は全国でも増えており、同

じような課題を抱えていると思われる。視察は学生にとっても刺激になり、参考になる情報も手に入っ

た。今後はこうした団体の若者と交流できる場を増やしていくことも大事かもしれない。 

 

次年度に向けた提案） 

・次年度はアクションポートが主催する NPO インターンシップ事業にも参加いただき、インターン生の派

遣を通じて、活動の厚みを増やしていきたい。 

・他の団地で活動する学生との交流や連携を促す支援をしていきたい。 

・ふるさと納税を集めるにあたっては工夫が必要なので、ホームページや SNS 等の発信も支援したい。 

 

 

 

 

 

 

 




